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　和歌山市内の繁華街に近い、おじいちゃんとおばあちゃん２人の住まいです。事務所の近くという事で
知り合いの工務店さんからの紹介で設計をさせていただく事となりました。
　元々この地でくすり屋さんを営んでいて、ご近所さんの溜り場となるようなお宅だったと伺っています。
ご子息も独り立ちし、お孫さんが来易い家というのもリクエストのひとつでした。
敷地前の道路は、小学校への通学路にもなっていて、児童の姿を窓越しに眺めるのが日常の風景です。

JW－1グランプリ2019 最優秀賞受賞記念

「JI2×BA2 HOUSE」

㈱堀田設計
谷岡　拓

　４月に和歌山地域会総会を終え、２期目となる今年度も地域会長を務めさせていただくことになりました、よろしくお願い致します。
本会の活性には、やはり会員の建築家としての成長がまず大切で、本会としては優れた建築づくりにつながる交流や意見交換の場を会
員建築家に提供する運営をしようと考えてきました。その基礎として、交通費基準の策定、意見交換会的な講演会や懇親会の企画、協
力会員や和歌山大学、建築三団体との協同企画に力を入れてきました。今年度は、より高度な意見交換の場と、県外への建築旅行をと
事業計画を立てましたが、コロナウイルスという想定外の事象により残念ながら、早速見直しが必要となりそうです...。
　さて、コロナウイルス蔓延とその感染対策を受けて、建築のあり方も変わってきそうです。多くの人が目指してきたであろう、完全
空調の屋内空間や、賑わいというキーワードが、危険を象徴するものとなりました。郊外や田舎よりも都心部での感染者数が増加し、
人口集中都市の危うい一面が露わになっています。何をするにも通風のある開放的な場を探し求めることになり、閉鎖的な場は利用禁
止に追い込まれました。これから、梅雨や暑い夏の季節に入ると、高気密高断熱一辺倒による空間づくりの危うさや、通風や日射遮蔽
による快適な空間づくりの大切さに言及する声が大きくなるのは間違いないと思います。そして、行政・企業・個人や規模の大小に関
わらず、人が過ごす全ての建築のつくり方が変わることになりそうです。
また、テレワークやＷＥＢ会議のシステムが一気に普及し、仕事のやり方、家での過ごし方、人との交流の仕方も変わってきています。
これにより、建築の設計手法や事務所の体制づくりも加速度的に変わっていくでしょう。
　そんな中、想定外の時代の変化に時々は右往左往しつつも、単に時代を後追いするのではなく、「これからの建築」「これからの設
計活動」の未来を絶えず探求し続けるのが本会の建築家たちです。本会は、そんな建築家たちの刺激し合える場でありたいと思います。

Ｐ．Ｓ．
新建築最新号（５月号）の巻頭に、コロナウイルスの影響と対応に関する著名な建築家たちへの
緊急アンケートが掲載されています。
実態の話だけでなく、各々の個性が見える切り口で今後についての展望も述べられており、非常に
興味深い内容ですよ。

　2020年3月27日(金)18:30～和歌の浦アートキューブにて開催
予定だったCORE TALK in WAKAYAMA2020（講師：小堀哲夫氏）
は新型コロナウイルスの感染が拡大している状況を鑑み延期とな
りました。
　また、2020年6月度の勉強会も同様の理由で中止とさせていた
だきます。

「ルイス・カーンを目指して！」

　１９９５年の５月に事務所を開設し（実際には４月末に会
社を辞めただけ）今年で２５年が経ちました。独立当初は鼻息
が荒く自分の理想の建築を追求するためにやっていました。
　しかし当然そんな若造に設計を依頼してくれる人はなく下請
けの仕事をこなしながら悶々と設計活動を行っていました。下
請けの仕事であっても腐らずに丁寧にやっていると少しずつで
すが声をかけてくれる人もいて、変なこだわりもなくなりクライ
アントの思いにも素直に耳を傾けることが出来るようになって
きました。今はクライアントの思いを第一に考えプロとして最高
の答えを出せるように日々努力しています。
　ルイス・カーンは６０歳を過ぎてからソーク生物学研究所や
キンベル美術館などの素晴らしい建築を生み出しましたが私も
今はまだ助走期間と考えて今後ますます飛躍したいと思います。
知らない間に若手から中堅を過ぎてベテランになりつつありま
すが独立した当初の熱さは失わないように頑張っていきたいと
思いますので皆様のご指導をお願いします。

「第33回通常総会について」
　4月14日に建築士会館３階会議室にて第33回通常総会が行
われました。
　本年度は役員改選期で、先に行われた会長選で続投支持を受
けた谷岡拓会長の挨拶で始まりました。他の役員、監査も続投と
なり、新たに島桐子副会長を加えた体制で運営していくことが報
告されました。
　今春はコロナウイルスの影響で、近畿支部の各地域会が開催
規模を縮小する中、和歌山地域会においても３密を避けた形式
で、総会議事のみの開催となりました。
　和歌山県に緊急事態宣言が拡大される前の開催でしたが、会
議はいつもとは違った雰囲気がありました。それでも、出席者から
                                                は活発な意見が出され会員の増
                                                強と会の魅力発信について全会
                                                員一丸となって取り組んでいくこ
                                                とが確認され、最終的に全議題承
                                                認となりました。

ＨＡＲＡ設備
原　保弘

　建設業（管工事業）浄化槽専門店を営む私は来年で５０年にな
ります。和歌山県の環境保全、水質保全にメーカーと共に今迄以上
に頑張っていきたいと考えております。水環境（浄化槽に関する事）
については、どのような事でもご相談ください。
　私の趣味は磯釣りで由良町大引の磯釣り専門です。カゴ釣り一筋
５２年になります。年間４０回余り、釣りに出かける釣りバカです。
釣り好きな方は是非、ご一緒に行きませんか？
今は新型コロナウイルスの為、釣り自粛中（涙）
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㈱瀧川建築デザイン事務所
瀧川　嘉彦

イベント・勉強会等の延期及び中止のご連絡

インフォメーション
Imformation

㈱キューブ建築研究所
橋本　雅史

城本建築設計事務所
城本　章広

敷地は間口９ｍ、奥行き１８ｍの所謂
「うなぎの寝床」と言われる形状です。
道路側にパブリックスペースを配置し、
奥へ行くにしたがってプライベートな空
間を配置しています。敷地形状を活かし
た奥行きが感じられる空間にしようと考え、欄間にガラスを用いています。
工事の際、教師をされていたおじいちゃんの教え子が職人さんとして現場に来
ていたり、場所と人が持つコンテキストを大切にするように、この住宅も大事に
住んで頂ければハッピーです。


